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2008.4.19（土）18:30 クラブ創立１０周年例会
小松空港にてようこそ10周年例会に南光州 の 名出席RC 18 2008.4.18

李 庠根． 朴 天学． 金 明洙L E E , S A N G K E U N P A R K , C H U N H A K K I M , M Y E O N G S U
会長． 羅 金子夫人． 林 有根． ペクカムニムN A , K E U M J A L I M , Y O O K E U N B A E K , K A M N I M
夫人． 鄭 遠菜． 宋 俊榮． 金J U N G , W O N C H I E S O N G , J U N Y O U N G K I M , C H U N S O O
千洙． 金 煕鳳． 閔 庚武． 李K I M , H E E B O N M I N , K Y O N G M U L E E , S E U N G Y O N GG

J U N G , J U N Y O U N G A R K , J O N G H O承龍． 丁 俊榮．P
K I M , H Y U N S E O K C H O I , C H A N G I朴 鐘浩 金 賢錫． ．

N P A R K , C H U N K Y O O J U N G , H Y崔 彰仁． 朴 春圭．
の皆様U N A H

下川徳雄会長．晝間昭幹事．今井邦東京世田谷中央ＲＣの 名7
靖．近藤禎夫．近藤とき子夫人．中山卓郎 種市 宏の皆様

大西均会長．杉本豊平幹事．石田徹．岩井京都北東ＲＣの 名14
陽．岩城景三．味舌正二郎．宮崎克茂．室屋直人．中村健二郎．西川
史郎．鈴木明廣．高橋市朗．田村善弘．渡邊作．の皆様
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小松空港から昼食は兼見御亭へ
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点鐘
『 』SONG R-T-A-R-Y

四つのテスト
記念例会もすぐにちかづ会長挨拶

きました。このイベントで会員は皆協
力され、和気合い合いになりました。
嬉しく思います。

金沢香林坊ＲＣ 小幡謙二様ビジターの紹介
《 食 事 》

幹事報告・委員会報告
5/11野城勲幹事：地区協議会があります。 次年度の役員や３年未満の会員は出席して下さい。

（日） 点鐘で、富山国際会議場です。10:30
ローラー浅田とすてきな仲間でのミニコンサートが 市民芸術江守道子会員： 5/11

村の中央スタジオでおこなわれます。 円です。よろしくお願いします。2000

¥5,000- ¥550,963 ¥5,793,212-ニコニコＢＯＸ 本年度累計 残高
百万石ＲＣ１０周年おめでとうございます。 ８年後にサミットが金沢に来れば金沢香林坊ＲＣ 小幡様

と想っています。みんなで立候補しませんか？やればできると想います。 皆さんの江守巧・道子会員

１０周年を頑張りましょう。

もうすぐ記念例会です。相川さんよろしくお願い致します。齋木会員

。講話の時間 創立１０周年記念例会の全体うち合わせ、 リハーサル

、本日は多くの会員が出席して
日の本番にむけてリハーサル19

をしました。

会場が違うので、ややかって
がちがいましたが、会員それぞ
れ役に従って、ゲストになった
り、ガバナーになったり、知事
役になったり、大変熱のこもっ
た演技でした。

担当会員

炭谷亮一 金沂秀 吉田昭生 岩倉舟伊智 池田裕之記念事業

野城勲 石丸幹夫 大平政樹 竹田敬一郎 申東奎記念誌

金沂秀 石丸幹夫 炭谷亮一 岩倉舟伊智 木村陽子 斎木妙子 前田宏智 宮本玲子 比良接待

直寛

北山吉明 井口千夏 上杉輝子 江守巧 大沼俊昭 魏賢任 谷伊津子 比良直寛宴会

村田祐一 金沂秀 木村陽子 斎木妙子 永原源八郎 西村邦雄 野城勲 二木秀樹 吉田式典

昭生 吉田光穂 二木秀樹記念品

東海林也令子 北山吉明 谷伊津子 相良光貞催事

（土） ホテル日航３Ｆ 全会員集合4/19 15:00
受付開始17:30 ～

１） 参加者入場 開会までピアノトリオの演奏 ２） 司会者の開会アナウンス18:15 18:30
３） ４）国歌斉唱 韓国国歌 ５分 ５ 「我らの生業」 ピアノ伴奏東海林会員 ３分点鐘 ）
６）物故者を忍んで 黙祷 ２分 ７）会長挨拶 金沂秀会長 ５分
８）祝辞 地区ガバナー 久保順一氏 ３分 石川県知事 谷本正憲氏 ３分

韓国新潟総領事 金忠慶氏 ３分
石川県日韓親善協会会長 稲村健男氏 ３分

９） 感謝状贈呈19:05
友好交流に貢献 李庠根氏 朴天學氏 功労
故飯野健志氏 石丸幹夫氏 ５分

点鐘

周年例会リハーサル465 回 10
2008 4 17ホテル日航５ F ．

30/40 75%出席率

３月の修正出席率 ％79.49

年度例会 予定 2007-2008
休会（ 日の振替）4/24 19

その他予定
★ ～ （韓国光州市)5/23 24 3710 地区地区大会

京都北東ＲＣ 周年例会★ （祝）7/21 20

進行役の北山監督のもとで司会リハーサルの木村・井口会員

吉田昭生実行委員長

知事の代役で挨
拶の多田会員
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４月１８日（金）１９：００～ 於：招龍亭１０周年記念例会 前夜祭
南光州ＲＣ会員を迎えて

歓迎の挨拶の金沂秀会長 南光州 金明洙会長RC
（ ）鄭遠菜氏と金明洙会長 釜山港へかえれ

村田会員のアリラン

ゲストは崔彰仁氏 、 金賢錫氏 朴春圭氏、

ゲストは崔彰仁氏、

ゲストは金熙鳳氏

ゲストは朴鍾浩氏 朴天學氏 林有根氏

吉田昭生実行委員長
これが最後かもと

PG李庠根 ゲスト宋俊榮次期会長 千命培前会長
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友遠方より来る又
たのしからずや

思い出深い人

岩倉舟伊智、宋俊榮の両ＲＣ次期会長と来年度もしっかり仲良く友好を！
金明洙両ＲＣ現会長がしっかり握手金沂秀、
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こ
れ
ま
で
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回
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は
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し
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。
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懐
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私
の
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ら
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あ
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。
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。
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。
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RC 10金沢百万石 創立
周年例会目録－－野城
勲会員のあかぬけたデ
ザイン（中川印刷）
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